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学術局 研究推進部よりお知らせです。

おしらせ

 

 

 

 

 

 この度、長野県理学療法士会では「ビッグデータを利用し理学療法の質の向

上を図る取り組みを推進します。」という宣言がなされました。 

 令和 4年度から、多施設間での治療成績の比較や質の高いエビデンスづくり

を目的とした大腿骨近位部骨折データベースを運用しており、令和 6年 5月時

点で 24 施設にご参加いただき約 3,000 例の症例登録を完了しています。多く

の施設のご協力に感謝申し上げます。年に 2度フィードバックを行い、さらに

令和 5年 7月に「長野県データベースを活用した大腿骨近位部骨折術後患者の

介入戦略」、令和 6 年 7 月に「大腿骨近位部骨折のデータ管理から臨床実践ま

で」というテーマで研修会を行い、今後の臨床活動においてデータベースを活

用していくことを進めております。 

 さらに令和 6年 9月より脳卒中データベースの運用を開始する準備を進めて

おります。今後も多くの施設にご参加いただくことを希望しております。引き

続きご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。 
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PT ながの NEWS No.63 で掲載しました JICA 草の根技術協力事業をきっかけに、タイで理学療法を学ぶ学生
が日本の医療現場で実習を行いました。今号では実習先となった病院関係者や実習生の声をお届けいたします。

 鹿教湯病院　丸山　陽一
鹿教湯病院では、今年タイ国立ブラパ大学健康科学部の実習生を受け入れました。
これは佐久市と佐久大学で 2016 年から 2024 年まで取り組んだ、JICA 草の根技術協力事業：「タイ：チョ

ンブリ県における町ぐるみ高齢者ケア・包括プロジェクト」に当院も協力したことから始まったもので、他に
も佐久・浅間・鹿教湯の各病院からセラピストが参加し、現地スタッフを日本に招いての見学や研修、渡航し
ての実践指導などを行ってきました。

その甲斐あって、モデルとした地域ではボランティアが組織的に機能し、在宅ケアの充実が図られ、タイ国
内でも注目されてきています。このモデル地区内にあるのが国立ブラパ大学で、健康科学部に PT 養成課程を
有しており、学生に日本での実習をと熱望され実施したものです。結局、4 月に浅間総合病院で 2 名、5 月に
鹿教湯病院で 2 名の実習生を受け入れました。

当方、タイ語はもちろん英語すら覚束ないなかでのタイ人学生受入は不安も多かったですが、優れた翻訳機
と熱心な学生のお陰で意思疎通は大きな問題とはなりませんでした。タイでは入院できる期間が 7 ～ 10 日程
しかなく、多くがそのまま自宅へ戻されます。そのため回復途中の脳卒中患者や、装具・義足の制作過程・調
整を見る機会が少ないとのことで、二人ともとても熱心に観察していました。また、教科書は全てタブレット
にデータで保存されており、わからないところはすぐに確認する習慣がついているようでした。指導する側も
一緒に確認することで授業内容がわかり、余分な説明を省くことができてとても便利に感じました。

最終週にはタイ料理のトム・カイ・ガォ（鳥の生姜スープ）をスタッフに振舞ってもらい、皆で南国の味わ
いを堪能しました。

タイとは医療制度の違いで日本の入院リハ（特に回復期）と同じことはできません。価値観も同じではない
でしょう。それでも学びたいという熱い情熱をもった学生さんとの 1 ヶ月は久しぶりに育てる楽しさを味わっ
た気がします。こんな形でも国際協力の一助となったのであれば嬉しい限りです。

特集：理学療法を学ぶ ～タイから来日した実習生～

5 月 22 日（水）信濃毎日新聞
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タイ王国　タイ国ブラパ大学健康科学部理学療法学専攻の学生を迎えて 
～ Ploy さん　Lyla さんとの一日～

 鹿教湯病院　野田　恭宏
当院では 5/7 ～ 5/31 の期間、タイ国立ブラパ大学健康科学部理学療法学専攻 3 学年の評価実習学生 2 名

（名前はニックネームで Ploy“プロイ”さん・Lyla“ライラ”さん）を受け入れることとなりました。私の記
憶の中では、当科で他国の実習の受け入れることは初めての出来事であり、コミュニケーションはタイ語では
なく英語で、との事前情報はあったのですが英語になじみのない私は、どのようにコミュニケーションをとれ
ば良い？？　と戸惑いつつも、某 TV 番組で芸人が海外で片言の英語を話し目的地にたどり着く企画を思い出
し“まあ身振り手振りでなんとかなるか”と気楽に構えておりました。

そんな私が 2 人の学生に指導を行う日が来ました。当日の朝、小さな翻訳機に向かって“今日、実習をお手
伝いします。宜しくお願いします”と話すと、翻訳機は「I'll help you practice today. thank you」と大変流暢
な英語で 2 人に伝えてくれ（この英訳が正しいのかは分からず仕舞いでしたが…）指導が始まりました。この
日の内容は、実際の臨床を行っている PT の所に出向き、治療場面の内容や考え方を通訳すること、入院時リ
ハ診察の見学、私の治療場面の見学と補助といったものでした。そして、その指導の最中、私の言葉と翻訳機
との間に問題が…。翻訳機に「この足底は」と話すと“This measurement is…”んっ…足底＝測定？？、
とっさに機転を利かせ“足底”を“足の裏”と言い換えれば良かったのですが、ただ翻訳機に向かって“そ・
く・て・い”と言葉を繰り返す始末。そんな戸惑う私に 2 人の学生は「（翻訳しなくても）大丈夫です」と優
しく日本語で言ってくれ、なんとも面目ない反省ひとしきりの一日となりました。ただ、その中で印象的だっ
たのは、私の治療場面の補助として実際の患者さんに触れてもらい、私と一緒にその手応えを共感出来た時の
彼女達の活き活きとした表情です。PT は自身が感じた感覚や手応えを通じて、言葉の壁を飛び越え共感し合
える、そんな魅力ある職業なんだな、と改めて感じた瞬間でした。そんなきっかけを与えてくれたタイ王国の
2 人の学生に感謝です。

翻訳機を使用して二人とコミュニケーションをとっ
ている様子
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インタビュー中は翻訳機を使用しながらも、うまく言葉が伝わらないこともありました。ですが、お二人と
も真摯に対応して下さいました（ご自身の i-phone を使用して翻訳してくれる場面もありました）。他国での
実習生活は大変なことと想像しますが、お二人の勉強熱心な姿や人柄に刺激された病院関係者も居るかもしれ
ません。お二人とも実習お疲れ様でした。

ご自身の i-phone を使用して翻訳して下
さいました

ライラさん　　　　　　　　プロイさん
素敵な笑顔でインタビューを締め括って頂きました

鹿教湯病院での実習を終えた二人にお話を伺いました

Q．	日本での実習生活はどうでしたか？
A．	皆さんに温かく迎えて頂き感謝しています。3年生のクラスから 4名、日本へ実習に来ました。
私たちは鹿教湯病院、もう 2名は浅間総合病院で実習をしました。1ヶ月の実習期間の内、22
日間を鹿教湯病院で過ごしました。たくさんの知識や技術を教えて頂きました。病院ではチー
ムでリハビリに取り組んでおり、日本の技術に感動しました（Amazing ！）。実習中、移乗のハ
ンドリングテクニックを丸山先生に教えて頂きました。1日目と比べてとても上達したと感じ
ています。ホームシックにはなりませんでした（笑顔）。

Q．	言葉が通じない中で大変だったことはありますか？
A．	翻訳機のおかげでコミュニケーションは難しくなかったです。

Q．	担当した患者様に何か伝えたいことはありますか？
A．	本当にありがとうございました。プロではないのに受け入れて下さったことにとても感謝して
います。

	 （患者様もとても楽しかったとお話して下さいました）
	 私たちもとても良い経験になりました。患者様が先生です。
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こども福祉部情報 
 
 

※※感感染染症症リリススククをを考考慮慮ししてて予予定定がが変変更更ににななるるここととををごご承承知知おおききくくだだささいい※※  

  

●●  小小児児リリハハビビリリテテーーシショョンン研研修修会会  ●●  

テーマ ： 「こどもの呼吸機能とリハビリテーション～呼吸の発育（発達）について～」 

講師  ： 横山美佐子先生 （北里大学医療衛生学部 リハビリテーション学科理学療法学専攻） 

症例報告：佐藤紗弥香先生（長野県立こども病院 理学療法士） 

     瀧澤弥恵先生（鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 理学療法士） 

日付  ： 2024 年 10 月 12 日（土曜日）13 時～16 時予定 

      リハビリテーション職種対象に WEB 開催します 

 

●●  ななががのの  ここどどもも療療育育用用具具・・福福祉祉機機器器展展●●  

多くの業者様にご協力いただき、第 20 回ながのこども療育用具・福祉機器展を盛大に開催することができま

した。WEB 版も多くの方々に閲覧頂くことができました。ご協力いただきありがとうございました。 

今年度は、2024 年 11 月 16 日（土）にキッセイ文化ホール(松本市)で会場開催の予定です。 

WEB 版は現在も公開されていますので興味のある方はご覧下さい。 

 

ホームページアドレス  

https://hukushikikiten.wixsite.com/naganokodomo 

 

●●長長野野県県小小児児理理学学療療法法実実態態調調査査●●  

昨年度はご協力いただきありがとうございました。今年度再び小児リハビリテーションマップ完成を目指 

して頑張ってまいりますので、引き続きご協力をお願いいたします。また長野県内の小児リハビリテーショ 

ンを実施している施設間のメーリングリスト作成も併せて行っていきますのでよろしくお願いいたします。 

 

●●  ここどどもも福福祉祉部部  部部員員募募集集  ●●  

こども福祉部では新入部員を募集しています。 

主な活動は「小児リハビリテーション研修会」、「こども療育用具・福祉機器展」などを企画し開催してい

くことです。小児リハに関する相談や情報共有もできます。 

小児リハビリを行われている方、これから始めようとされている方、まずはお気軽にご連絡ください。 

よろしくお願いいたします。 

連絡先：kodomo-rihabiri@pref-nagano-hosp.jp 

（こども福祉部部長：長野県立こども病院 リハビリテーション技術科 理学療法士 佐藤紗弥香） 

ここどどもも福福祉祉部部情情報報  
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長野中央病院　若旅　汐里

学術の広場
理学療法とメンタルヘルス

メンタルヘルスとは精神面における健康を指し、運動や身体活動はメンタルヘルスに良好な効果をもた
らすことが近年幅広く知られてきている 1）。

我々理学療法士は日々の臨床においてしばしば、急な病気や怪我によって障害を負った患者の障害受容
（ショック期⇒否認期⇒混乱期⇒解決への努力期⇒受容期）の過程を目の当たりにすることがある。特に
その中の“混乱期”では怒り・悲しみ・抑うつなどが現れるとされており、メンタルヘルスに大きな影響
を及ぼす。その際、患者の心の葛藤に寄り添いながら理学療法を進めていく必要があり、会話や運動など
を通して心理的サポートも行うことが望ましいと考える。

メンタルヘルスの変調に起因する種々の疾患（メンタルヘルス関連疾患）は、妄想や不安、恐怖などに
よる身体の筋緊張亢進、姿勢悪化、呼吸困難感、慢性疲労、慢性疼痛、異常感覚など、さまざまな身体症
状を呈することが知られており、これは心身両面の健康状態に影響を及ぼすといわれている 2）。

運動による抑うつ症状の軽減効果は性別、年代、人種によらず認められており、運動の種類について
は、ランニングなどの有酸素運動のみでなくウェイトトレーニングのような持久的運動でも効果があり、
強度については軽い運動と中等度の運動、どちらの強度にも効果があるとされている 3）。

また、矢口 4）は障害受容の過程で起こる心的課題の克服のために、理学療法士のかかわりでできるこ
ととして以下のことが重要であると述べている。
1．心構え―相手がどんな状況であれ「今は落ち込んでいるけれど、きっと乗り越えられる人だ」と相手

を無条件に信頼する態度で接すること
2．信頼関係を築く―情報収集や指示、指導だけではなく、ベースとなる信頼関係を築くために“雑談”

が非常に重要で、雑談のなかに心的課題克服の種が隠れていることがある
3．行動を喚起するコーチング―主体的な取り組みにしていくために、なぜ・何のために・どんな目標で

理学療法に臨んでいるのか、患者本人の理解を確認し気づきを促す　相手のペースに合わせ、相手の
考えや行動を認め、ほめる　質問力、傾聴力、承認力が大切

以上のことから、我々理学療法士は身体機能の改善にフォーカスするだけでなく、患者のメンタルヘル
スへの理解や関心を持ち、関わりのなかで心身共に健康な状態をともに目指していくことが重要だと考え
る。

参考文献
1）小田切優子，身体活動とメンタルヘルス 日本臨床増刊号「身体活動・運動と生活習慣病」2009；67：123-128．
2）山本大誠，こころの変調に対する理学療法の役割と将来展望，理学療法ジャーナル，vol.53　No.3，2019，p219-225．
3）小田切優子，運動・身体活動と公衆衛生 21「運動・身体活動とストレス・メンタルヘルス」，第 57 巻 日本公衛誌第 1 号，

2010，p50-54．
4）矢口拓宇，こころの問題を支える理学療法の会話と取り組み，理学療法ジャーナル，vol.53　No.3，2019，p259-264．
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会員の皆様のおすすめの書籍を紹介させて頂きます。

タイトル：『“臨床思考 ”が身につく　運動療法Q＆A』
著　　者：高橋　哲也
出版社名：医学書院

今回私が紹介させていただく書籍は「“臨床思考”が身につく　運動療法 Q
＆ A」です。新人の時はわからないことを気軽に先輩のセラピストに尋ねる
ことができましたが、年数を重ねるごとに「そんなことも知らないの」と言わ
れてしまいそうな不安や「今更こんなこと聞きにくいな」という気兼ねから、
知っていて当然と思われる基本的な知識になるほど聞きにくい場面があるよう
に思います。しかし臨床の現場において担当している症例に認められる症状や
現象がなぜ出現するのか、その症状や現象に対してどのような考えで治療プロ

グラムを構築すればよいのか悩むことは多く、それを解決するために知っていて当然と思われるような基本的
な内容を理解していることが大切になると思います。

この書籍では知っていて当然と思われるような基本的な知識について、根拠を示しながら Q＆ A方式で学
びなおせる内容となっています。また学生の頃に学んできた解剖学・生理学・運動学など専門分野の知識や患
者さんに対する評価・治療プログラムの内容など、今まで学んできた知識がどのように臨床の現場に生きてく
るのかが理解できる内容になっていると思います。

新人の頃は症例に対して出現する症状や現象に対してどのように考えていくのか悩むことが多くあると思い
ます。また年数を重ねてからは後輩の指導など、自分だけでなく後輩など他者に対して症例に対する自身の考
え方や自分の行っている治療プログラムの根拠を説明しなければいけないことが増えてくると思います。年代
を問わず特に若手の理学療法士の助けになる一方で、これから臨床の現場で働き始める方にも参考になる一冊
だと思います。臨床の現場で悩んでいる方や基本的な知識を学びなおしたい方におすすめです。

 鹿教湯三才山リハビリテーションセンター鹿教湯病院
 小海　雄一郎

おすすめ！の一冊
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北から南から

●信濃医療福祉センター

信濃医療福祉センターは下諏訪町にある医療型障がい児入所施設です。肢体不自由・重症心身障害を持つお
子さんの入所・外来療育と発達に心配のあるお子さんの外来療育を行っています。また、県立花田養護学校が
併設する民間・公立同一建物の施設です。

リハビリテーション科は PT12 名、OT12 名、ST5 名、臨床心理士 3 名で構成され、さらに OT2 名が地域
支援として特定相談支援事業および障がい児相談支援事業と県から委託を受けた障がい児療育相談事業に携
わっています。また、親子入所・有期入所で集中リハビリテーションを提供することも行っています。

毎日お子さんの元気な声が響いている職場ですが、その笑顔に力をいただきながら日々のリハビリテーショ
ンに奮闘しています。スタッフ皆でお子さんとそのご家族がより豊かな生活を送るサポートをしていきたいと
思います。
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鹿教湯病院
菊池　友希

リレーエッセイ

気分転換の大切さ

突然ですが、皆様は何か趣味や熱中できるものはありますでしょうか。私は現在、社会人 3 年目を迎

えました。入職してから約半年間は仕事に対する不安や業務に慣れることが精一杯で趣味などに時間を費

やす心の余裕がほとんどありませんでした。その中で、不安なことを考え過ぎることは余計にストレスと

なってしまうことに気付き、何か気分転換をしようと考えるようになりました。何をしようかと自分の中

で真っ先に思い浮かんだことはサッカーでした。

さて冒頭の問いですが、現在の私は仕事以外の時間はほとんどサッカーの事を考えているといっても過

言ではないくらい熱中しています（笑）。私は小学生から高校生までサッカーを行っており、高校時代で

はキャプテンを務めていました。大学生からは時々身体を動かしつつ、サッカー観戦が主となっていまし

た。特に海外のサッカーリーグを見ており、特にイングランドのプレミアリーグに所属している「マン

チェスターシティ」というチームが好きです。昨年の 7 月にはジャパンツアーが行われ、国立競技場に

て生の選手とプレーを観ることが出来てとても幸せな時間を過ごせました。去年からは仕事終わりや休日

などに社会人のサッカーを通して気分転換を行っています。皆さんも仕事を含めて大変なことも多いかと

思いますが、趣味などを通して気分転換をしてみてはいかがでしょうか。
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